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歴史的事象の意味を考える力を育てる指導の工夫 
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         ｢時空をこえた手紙｣を書く活動を通して－ 
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歴史的事象の意味を考える力を育てる指導の工夫 
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○届いた手紙が学習の流れを作る 
○歴史上の人物を差出人に選定 
○手紙の記述が学習に有効に働く  
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児童の実態 歴史的事象の意味を考える力が弱い 
      ・関連付けて考える力が不十分       
      ・自分の考えが持てない 
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授業実践：第６学年 明治の国づくりを進めた人々 
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○成果と●課題 
○歴史的事象について様々な視点から捉えた事 
 実に基づいて児童なりの価値判断をすることで、 
 歴史的事象の意味を考えることができた。 
●一度だけの価値判断で終らないよう、授業後も 
 情報を提供し、さらに違う面から捉えられるよう 
 にしていく。 

提言 
小学校６学年の歴史学習において
歴史的事象の意味を考える力を育
てるために、歴史的事象の特徴を
考えて捉え児童なりの価値判断を
する活動を取り入れましょう。 


